
令和６年度第３回平塚市国民健康保険運営協議会会議録 
 

日時  令和７年（２０２５年）１月１６日（木） 

午後２時～午後２時５８分    

場所  市庁舎本館４階４１０会議室      

 

１ 出席者  古城会長、秋山委員、八木委員、福島委員、根岸委員、内門委員、小池委員、

萩原委員、三觜委員、岩﨑委員、齊藤委員、柴田委員、綾部委員 

以上１３名 

       （欠席者：０名） 

 

事務局：荒井健康・こども部長、鈴木保険年金課長、坪内課長代理、髙梨課長

代理、五十嵐課長代理、平尾主査、加藤主任、小野主任 

以上８名  

 

２ 傍聴者  ０名 

 

３ 開会 

  過半数の委員が出席しており平塚市国民健康保険運営協議会規則第４条第２項の規定によ

り会議は成立した。 

 

４ 議事 

  次第に従い、順次議題を審議した。 

 

会 長：協議会次第に従いまして議事を進めます。 

議題（１）「令和７年度平塚市国民健康保険税率について（諮問）」を議題といたし

ます。事務局から説明をお願いします。 

 

事務局：（議題（１）「令和７年度平塚市国民健康保険税率について（諮問）」について、市

長に代わり荒井健康・こども部長から古城会長に諮問事項を提出した。その後、事務

局から資料に沿って内容を説明した。） 

 

会 長：事務局から説明がありましたが、御質問や御意見などはございませんか。 

    必要なお金を賄う金額が減る一方、県から示されている標準保険税率では足りない 

ため、今年度と同じ税率を維持すれば保つことできるので、変更なしという結論では

いかがでしょうかというのが、提案内容かと思います。 

 

委 員：（その他、意見・質問等なし） 

 

会 長：御意見、御質問はないようですので、平塚市国民健康保険税率（諮問）について、御 

承認いただけますでしょうか。（承認） 

それでは、市長に対し協議会より異議がない旨、答申をいたしますが、答申書の文案

等、作成については先例に倣い、会長一任とさせていただく形でよろしいでしょう

か。（承認） 



それでは議題（１）については、終了させていただきます。 

続いて、議題（２）「令和７年度平塚市国民健康保険事業特別会計 当初予算案と事

業の概要」を議題といたします。事務局から説明をお願いします。 

 

事務局：（事務局より「令和７年度平塚市国民健康保険事業特別会計 当初予算案と事業の概

要」について説明した。） 

 

会 長：事務局から説明がありましたが、御質問、御意見などはございませんか。 

 

委 員：保健事業の新規事業である集団健診の自己負担額は、今年度の個別の自己負担額と違

いはありますか。また人間ドックの助成額も今年度と来年度に違いはありますか。 

 

事務局：集団健診の自己負担額は、個別の健診と同額を考えており５００円の自己負担になり

ます。人間ドックの助成金も今年度同様で１万８００円の助成を予定しております。 

 

委 員：ありがとうございます。新規事業の発意について教えてください。例えば少しでも受

診率を上げようと内部の検討から出てきたものなのか、または他市が行っていて非常

に効果を出していたとか、個人的に聞いた話を平塚市用に変更したなど。 

 

事務局：まずは受診率向上のために受診の機会を拡充できないかというところがございまし

た。他市で集団健診を行っている自治体もございますし、特に小さい自治体ですと、

集団健診実施により受診率は高い傾向にあり、個別と集団健診を行うことで受診率の

向上が見込めると考えております。 

 

委 員：ありがとうございます。 

 

会 長：他にはいかがでしょうか。 

 

委 員：スライド３３ページの令和７年の受診率の見込値が３８％。令和５年は３７．５％。

これは集団健診３２０名を見込んでの数字ですか。３２０人のうちどれぐらいが、当

初の受診となる見込みなのか教えていただきたい。 

 

事務局：３２０人というのは、１日の受診可能人数が１６０人、２日で最大３２０人という計

算です。初年度ですのでどの程度予約が入るのか手探りの状況ですが、他の自治体で

の集団健診では予約がほぼ埋まっている状況とうかがっており、３２０人近くの受診

を想定しています。令和７年度の数値は対象者数も含め法定報告値ではなく、予算

上、実際に受診する人数で計上し受診率をこれまでの推移から３８％としています。 

 

委 員：もう一つよろしいでしょうか。スライド１８ページの被保険者世帯数と被保険者数

が、昨年よりも減少の見込みとありますが、これは自然現象ですか。どういう試算で

減少と考えられたのですか。 

 

事務局：後期高齢者医療制度への移行と、社保の適用拡大による減少が大きな要因と考えてい

ます。積算にあたっては過去のデータから回帰分析にて算出しております。 



 

委 員：ありがとうございます。 

 

会 長：他にいかがでしょうか。 

 

委 員：集団健診について、１２月と２月に行う理由を教えてください。 

 

事務局：医療機関での特定健診の受診期間は、ここ数年６月１日から１２月末までとしており

ます。受診機会を逃した方も期間末と年度末に受診できるよう計画を立てておりま

す。 

 

委 員：ありがとうございます。皆さん御承知のとおり今年はインフルエンザが大流行しまし

た。私は保健センターに勤務していますが、初めて車が止められない状況が１２月の

下旬から１月の上旬にかけて発生しました。来年はどうなるかわかりませんが、同じ

ようなことが起こる可能性がありますので御承知おきいただければと思います。 

 

事務局：集団健診の日程については医師会の方にも御相談をさせていただき、保健センターで

の日曜日開催は駐車場の利用が困難ということになりました。そのため、保健センタ

ーでは土曜日開催とし、ひらしん平塚文化芸術センターで日曜日開催を考えておりま

す。駐車場の提供ができないということがないように対応していく予定です。 

 

委 員：ありがとうございます。 

 

会 長：私から二つ質問です。一つ目はスライド２４ページの基金の状況について。前年度保

険税調定額の５％以上に足りないわけですが、当該年度末現在高が２億６，０００万

円で、交付金をもらうためには２億８，２００万円必要であるため、現状基金が足り

ない。そのため積み立てる見立てで、今年度の予算を進めるということですか。二つ

目はスライド３３ページの特定健診について、令和６年度の速報値が１１月２２日の

数値で１５．２％とありますが、現段階では昨年度同時期と比べて低いのか、順調な

のか教えてください。 

 

事務局：今年度の決算の状況によりますが、例えば保険税が予算よりも上回った場合、その分

が余剰となり積み立てられます。補助金も予算よりも多い場合、積み立てられます。

歳出も関係しますが、現時点では最低でも２，０００万円は積み立てたいと考えてい

ます。二つ目の特定健診の受診率について、１１月現在で受診率は１５．２％でした

が、昨年度の同時期は１４％台でしたので上昇しているところです。 

 

会 長：これから急激に上昇するということですね。 

 

事務局：はい。 

 

会 長：他にいかがでしょうか。 

 

委 員：（その他、意見・質問等なし） 



 

会 長：それでは、他に御意見等もないようですので、議題（２）「令和７年度平塚市国民健

康保険事業特別会計 当初予算案と事業の概要」は、終了させていただきます。次

に、議題（３）「その他」について、事務局から何かございますか。 

 

事務局：事務局から連絡をさせていただきます。前回の協議会の結びにもお伝えさせていただ

きましたが、委員の皆様の任期は令和７年６月３０日をもって満了となります。今

後、新しい委員の選任をしていくことになりますが、保険医及び保険薬剤師を代表す

る委員の皆様、公益を代表する委員の皆様、被用者保険等保険者を代表する委員にお

かれましては、後任の委員の推薦をお願いしたいと考えております。後任の推薦依頼

等につきましては、新年度に入りましたら、またこちらから各団体へ依頼文を送付さ

せていただきます。また、被保険者を代表する委員の皆様については、こちらも新年

度に入ってから公募を行う予定となっておりますので御承知おきくださいますようお

願いします。 

  

会 長：事務局から説明がありましたが、御質問、御意見などはございませんか。 

 

委 員：（その他、意見・質問等なし） 

 

会 長：御意見等もないようですので、議題（３）「その他」は、終わらせていただきます。 

    御用意された議題は終了しましたが、そのほかに委員の皆様から、何かございます 

か。 

 

委 員：（その他、意見・質問等なし） 

 

会 長：特に無いようでございますので、議事にかかる事項を終了させていただきます。委員

の皆様には、円滑な議事進行に御協力いただきまして、ありがとうございました。進

行を事務局にお返しします。 

  

事務局：協議会の閉会にあたりまして、御挨拶申し上げます。令和４年７月の第１回目の運営

協議会から３年間にわたり多数の重要課題について熱心な審議をいただきましたこと

に、深く感謝を申し上げます。皆様の任期中には、少子化対策として、出産育児一時

金の４２万円から５０万円への引き上げ、産前産後期間に係る保険税の軽減制度の導

入、また、昨年１２月２日からはマイナ保険証が基本となるなど、大きな制度変更が

ございました。さらに、平塚市国民健康保険第２期データヘルス計画の策定年度にも

重なる中で、多くの御意見、御質問をいただき、事務局としても学ぶことが多くあり

ました。協議会の中で委員の皆様から頂戴いたしました御意見や御提言をもとに、今

後も安定した国民健康保険事業の運営に努めてまいります。３年間委員の皆様に御尽

力いただきましたこと、改めてこの場をお借りして感謝申し上げます。それでは、こ

れをもちまして、令和６年度第３回平塚市国民健康保険運営協議会を終了させていた

だきます。ありがとうございました。 

 

５ 閉会 

  令和６年度第３回平塚市国民健康保険運営協議会を閉会した。 


